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はじめに

組織培養は野菜や穀物などの分野では，今ではごく一般的な増殖方法として利用されており，かな

り以前から増殖方法の開発が行われてきました。一方，林業の分野では 1970 年代には国立林業試験場

（現森林総合研究所）ですでに始まっていましたが，実用化はなかなか難しいとされていました。し

かし，1980 年代半ば頃から公立の試験研究機関でも木本類の組織培養による増殖方法への関心が高ま

り，いくつかの県では試験研究への取り組みが始まりました。

北海道立総合研究機構林業試験場でも，北海道立林業試験場時代の 1985（昭和 60）年から組織培養

による増殖の試験研究を始めました。最初は当時の育種科１名，樹芸樹木科１名の研究職員が北海道

立中央農業試験場において約３ヶ月間基本的な技術習得のための研修を行い，その後国立林業試験場

や北海道大学などで２～３ヶ月間木本類の培養の研修を受け，技術を習得しました。

その後育種科では主に林業用樹種であるグイマツ雑種 F1 を，樹芸樹木科（途中で樹木科，応用樹

木科に名称変更）では緑化樹であるエゾヤマザクラを中心に，木本類の増殖技術の開発を行ってきま

した。1999（平成 11）年に林業試験場に緑化樹センターが新たに設置されると，組織培養に関する試

験研究は主に緑化樹センターが行うようになり，現在に至っています。

それらの成果としては，エゾヤマザクラの大量増殖技術の開発や組織培養で増殖したチシマザクラ

「国後陽紅」の品種登録など，多くの成果が生まれており，民間会社などへの技術移転も行っていま

す。また，当場の研究報告への投稿や学会発表のほか，当場の普及誌「光珠内季報」，各種報告書など

に発表を行ってきました。

しかし，諸般の事情によりまだ未発表となっている樹種も多数あります。また外植体の殺菌すらで

きなかった樹種や，成長に適した培地が見つからず植物体再生に至らなかった樹種もあります。これ

らも貴重なデータと考え，これまで当場で取り組んできたすべての樹種についての試験結果をまとめ

ることにしました。今後に続く研究者の参考となれば幸いです。
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